
令和４年度 第３回 

三島市地域公共交通網形成協議会 

報 告 事 項 

 

 

 

 

報告事項１ 公共交通に関する市民アンケートの実施結果について…P1～Ｐ3 

 

報告事項２ 三島市バス停オーナー事業について        …P4～Ｐ5 
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24%

26%

15%

14%

7%

27%

11%

13%

11%

8%

47%

61%

71%

72%

84%

2%

1%

1%

2%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自主運行バスの運行・ルート変更等

バス情報のICT化

三島駅南口の改修

公共交通マップの作成

乗り方教室の開催

知っており、利用しやすくなった 知っていたが、利用しやすさは変わらない

知らなかった 無回答

30%

27%

24%

24%

22%

21%

18%

15%

13%

13%

10%

5%

30%

29%

31%

28%

26%

27%

23%

20%

19%

18%

15%

12%

24%

29%

30%

32%

32%

36%

37%

41%

41%

41%

48%

43%

8%

6%

6%

5%

9%

7%

10%

12%

13%

13%

12%

21%

3%

3%

3%

3%

5%

2%

6%

6%

7%

7%

7%

11%

6%

6%

6%

6%

6%

7%

8%

7%

8%

9%

8%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公共交通のない地域の住民の足の確保

交通と福祉の連携

バリアフリーによる移動の円滑化

バスルートの見直しによる利便性向上

補助金による既存路線の維持・確保

交通結節点の機能強化・施設整備

バスロケの利便性向上

公共交通＋自転車の連携強化

バス停のオーナー制度維持・拡充

新技術の導入（MaaS、バス自動運転）

移住者支援策

乗り方教室の実施

高い やや高い 普通 やや低い 低い 無回答

50%

35%

50%

42%

7%

12%

6%

6%

6%

12%

7%

3%

6%

6%

4%

6%

4%

19%

8%

1%

1%

8%

7%

6%

7%

5%

1%

1%

2%

14%

16%

20%

14%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

旧三島町地域

北上地域

錦田地域

中郷地域

三島市 沼津市 長泉町 清水町 函南町 裾野市 その他静岡県内 県外 不明/無回答

48%

41%

48%

43%

3%

6%

5%

6%

6%

12%

2%

1%

13%

8%

10%

10%

3%

13%

3%

4%

3%

4%

4%

2%

2%

21%

24%

28%

22%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

旧三島町地域

北上地域

錦田地域

中郷地域

三島市 沼津市 長泉町 清水町 函南町 裾野市 その他静岡県内 県外 不明/無回答

64%

51%

2%

8%

14%

9%

2%

8%

9%

5%

7%

8% 8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代～50歳代

60歳以上

自動車（自分で運転） 自動車（送迎） 鉄道
バス タクシー 原付・バイク
自転車 徒歩 その他/無回答

65%

44%

7%

8%

7%

6%

1%

8%

6%

5%

6%

11%

6%

16%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代～50歳代

60歳以上

自動車（自分で運転） 自動車（送迎） 鉄道
バス タクシー 原付・バイク
自転車 徒歩 その他/無回答

64%

22%

7% 23%

59%

1%

8%

5%

7%4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代～50歳代

60歳以上

通勤 通学 買い物 通院 その他 無回答

7%

3%

1% 65%

33%

7%

37%

17%

19%

3%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代～50歳代

60歳以上

通勤 通学 買い物 通院 その他 無回答

21%

18%

17%

24%

21%

20%

36%

44%

46%

7%

5%

5%

5%

5%

5%

7%

7%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バス待合環境の改善

バス乗り場の改善

バス案内の分かりやすさ

公共交通に関する市民アンケートの実施結果について 

■個人属性（N=888） 

最も多い移動 2番目に多い移動 

移
動
目
的 

移
動
手
段 

移
動
先 

（１）調査概要 

実施時期：令和 4 年 10月 

配布数：2,000部 

回収数：回収数 888 票（回収率：44.4％） 

■配布、回収状況 

 

（２）回答者の個人属性 

・70 歳代が最も多く、60 歳以上で約 5 割となっており、会社員・公務員と無職が多い。 

・自動車所有は約 8割である。      ・最寄りバス停まで徒歩 5 分以内が 7 割となっている。 

（３）普段の移動状況 

(N=441) (N=441) 

(N=438) (N=438) 

旧三島町地域 

(N=232) 

（４）今後の取り組みの重要度 

・三島駅に関する取り組みの重要度につい

て、いずれも「高い」「やや高い」を合

わせて約 4割となっている。 

■三島駅に関する取り組み 

■公共交通に関する取り組み 

 

（５）近年の取り組みの認知度 

・公共交通マップの作成、三島駅南口の

改修、バス情報の ICT化の認知度は約

3～4 割であり、自主運行バスのルー

ト変更等が約 5割であった。乗り方教

室の開催の認知度は最も低い。 

・バス情報の ICT化については認知度に

対して利用しやすくなった割合が高

く、取り組みが利便性向上につながり

やすい。 

（６）公共交通の費用負担と今後の取り組み 

・「利用者減少による収入減の一部を市が費用負担し、公共交通サービスを現状維持すべき」という意見が

約 40%と最も多く、それ以外の選択肢は 15%前後となっている。 

(N=888) 

・バスルート見直し、住民の足の確保、

バリアフリー化、交通と福祉の連携は

「高い」「やや高い」を合わせて 5 割

以上となっている。 

・乗り方教室の実施、移住者支援策につ

いては重要度が低い。 

取り組みの重要度(N=888) 

三島駅 

公共交通 

(N=441) (N=441) 

(N=438) (N=438) 

・移動目的として、50歳代以下は通勤・通学と買い物、60歳代以上は買い物と通院が多い。 

・移動手段として、いずれも自動車（自分で運転）が多く、60 歳代以上では送迎とバスの割合が増える。 

・移動先として三島市内と三島市に隣接する市町が多く、休日は清水町（サントムーン等）への移動が増加する。 

北上地域 

(N=217) 

錦田地域 

(N=216) 

中郷地域 

(N=216) 

旧三島町地域 

(N=232) 

北上地域 

(N=217) 

錦田地域 

(N=216) 

中郷地域 

(N=216) 

地域 配布数 回収数 回収率

旧三島町地域 500 232 46.4%

北上地域 500 217 43.4%

錦田地域 500 216 43.2%

中郷地域 500 216 43.2%

無回答 - 7 -

合計 2,000 888 44.4%

年代 回答数 割合

10歳代 30 3%

20歳代 42 5%

30歳代 83 9%

40歳代 132 15%

50歳代 154 17%

60歳代 165 19%

70歳代 183 21%

80歳代以上 90 10%

無回答 9 1%

職業 回答数 割合

会社員・公務員 293 33%

自営業 55 6%

主婦・主夫 167 19%

学生 38 4%

パート・アルバイト 123 14%

無職 187 21%

その他 17 2%

無回答 8 1%

自動車の所有 回答数 割合

自分専用の自動車がある 478 54%

家族共用の自動車がある 250 28%

ない 142 16%

無回答 18 2%

最寄りバス停までの徒歩時間 回答数 割合

徒歩1分以内 132 15%

徒歩3分以内 264 30%

徒歩5分以内 231 26%

徒歩10分以内 127 14%

徒歩10分以上 55 6%

わからない 63 7%

無回答 16 2%

鉄道・バスの支払い方法 回答数 割合

交通系ICカード 244 27%

スマートフォン等 38 4%

現金・磁気定期券等 536 60%

鉄道・バス利用なし 32 4%

無回答 38 4%

取り組みの認知度(N=888) 

公共交通の費用負担と今後の取り組み 割合

①利用者は減少しても、市の費用負担を一層増やし、公共交通サービスを向上すべき 17%

②利用者減少による収入減の一部を市が費用負担し、公共交通サービスを現状維持すべき 40%

③利用者は減少しても、市の費用負担は現状維持とし、公共交通サービス（運行便数を減らす等）の一部を低下させて維持すべき 15%

④利用者の減少に見合う公共交通サービスの水準に引き下げ、市の費用負担を減らすべき 16%

⑤その他 5%

無回答 6%

報告事項１ 
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全体 利用あり利用なし

51% 55% 50%

37% 56% 31%

28% 43% 23%

26% 32% 24%

14% 15% 14%

認知度：知っていた

公共交通に関する市民アンケートの実施結果について 

今後の取り組みの重要度 

・公共交通の日常利用者と非利用者で差はほ

とんどない。 

・いずれも公共交通を日常的に利用しない市

民の方が重要と回答している。 

■三島駅に関する取り組み 

■公共交通に関する取り組み 

 

近年の取り組みの認知度 

日常利用者：月 2～3 回以上利用 

非利用者：利用なし/年数回以下/月 1 回 

 

公共交通の日常利用者（N=217） 公共交通非利用者(N=654) 

28%

24%

20%

24%

27%

21%

22%

13%

14%

14%

11%

3%

31%

28%

33%

29%

25%

28%

19%

21%

15%

16%

15%

13%

24%

32%

29%

29%

28%

34%

31%

36%

41%

39%

42%

41%

8%

5%

6%

6%

8%

5%

10%

13%

12%

12%

13%

21%

4%

4%

4%

6%

5%

3%

7%

7%

7%

7%

8%

11%

6%

7%

8%

7%

7%

8%

11%

10%

11%

12%

10%

12%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公共交通のない地域の住民の足の確保

交通と福祉の連携

バリアフリーによる移動の円滑化

バスルートの見直しによる利便性向上

補助金による既存路線の維持・確保

交通結節点の機能強化・施設整備

バスロケの利便性向上

公共交通＋自転車の連携強化

バス停のオーナー制度維持・拡充

新技術の導入（MaaS、バス自動運転）

移住者支援策

乗り方教室の実施

高い やや高い 普通 やや低い 低い 無回答

27%

42%

25%

20%

6%

28%

14%

18%

12%

8%

43%

42%

55%

66%

83%

2%

2%

1%

2%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自主運行バスの運行・ルート変更等

バス情報のICT化

三島駅南口の改修

公共交通マップの作成

乗り方教室の開催

知っており、利用しやすくなった 知っていたが、利用しやすさは変わらない

知らなかった 無回答

22%

21%

12%

13%

7%

27%

10%

11%

11%

8%

49%

68%

76%

75%

85%

2%

1%

1%

2%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自主運行バスの運行・ルート変更等

バス情報のICT化

三島駅南口の改修

公共交通マップの作成

乗り方教室の開催

知っており、利用しやすくなった 知っていたが、利用しやすさは変わらない

知らなかった 無回答

32%

29%

26%

25%

21%

21%

17%

15%

13%

13%

10%

6%

30%

30%

30%

28%

26%

27%

24%

20%

21%

19%

16%

12%

24%

28%

30%

34%

34%

37%

39%

43%

42%

42%

50%

44%

7%

6%

6%

5%

9%

8%

10%

11%

13%

13%

12%

22%

3%

2%

2%

3%

5%

2%

5%

5%

6%

7%

6%

11%

5%

5%

5%

6%

5%

6%

6%

5%

6%

7%

7%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公共交通のない地域の住民の足の確保

交通と福祉の連携

バリアフリーによる移動の円滑化

バスルートの見直しによる利便性向上

補助金による既存路線の維持・確保

交通結節点の機能強化・施設整備

バスロケの利便性向上

公共交通＋自転車の連携強化

バス停のオーナー制度維持・拡充

新技術の導入（MaaS、バス自動運転）

移住者支援策

乗り方教室の実施

高い やや高い 普通 やや低い 低い 無回答

全体（N=888） 

30%

27%

24%

24%

22%

21%

18%

15%

13%

13%

10%

5%

30%

29%

31%

28%

26%

27%

23%

20%

19%

18%

15%

12%

24%

29%

30%

32%

32%

36%

37%

41%

41%

41%

48%

43%

8%

6%

6%

5%

9%

7%

10%

12%

13%

13%

12%

21%

3%

3%

3%

3%

5%

2%

6%

6%

7%

7%

7%

11%

6%

6%

6%

6%

6%

7%

8%

7%

8%

9%

8%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公共交通のない地域の住民の足の確保

交通と福祉の連携

バリアフリーによる移動の円滑化

バスルートの見直しによる利便性向上

補助金による既存路線の維持・確保

交通結節点の機能強化・施設整備

バスロケの利便性向上

公共交通＋自転車の連携強化

バス停のオーナー制度維持・拡充

新技術の導入（MaaS、バス自動運転）

移住者支援策

乗り方教室の実施

高い やや高い 普通 やや低い 低い 無回答

24%

26%

15%

14%

7%

27%

11%

13%

11%

8%

47%

61%

71%

72%

84%

2%

1%

1%

2%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自主運行バスの運行・ルート変更等

バス情報のICT化

三島駅南口の改修

公共交通マップの作成

乗り方教室の開催

知っており、利用しやすくなった 知っていたが、利用しやすさは変わらない

知らなかった 無回答

公共交通の日常利用者（N=217） 公共交通非利用者(N=654) 全体（N=888） 

公共交通の日常利用者（N=217） 公共交通非利用者(N=654) 全体（N=888） 

全体 利用あり利用なし

60% 59% 62%

56% 51% 58%

55% 53% 56%

52% 52% 53%

48% 52% 47%

48% 49% 48%

40% 41% 40%

35% 34% 36%

32% 29% 33%

31% 30% 31%

25% 26% 25%

17% 16% 18%

重要度：高い＋やや高い

・交通と福祉の連携について、公共交通を日

常的に利用していない市民が重要と回答

している。 

・補助金による既存路線の維持・確保につい

ては公共交通日常利用者の市民が重要と

回答している。 

・自主運行バスの運行、乗り方教室の認知度

の差はないが、バス情報の ICT 化、三島

駅南口の改修、公共交通マップの作成につ

いては公共交通日常利用者の市民の認知

度が高い。 

・バス情報の ICT 化については利用のしや

すさに特に大きく寄与しており、公共交通

マップの作成も大きく寄与している。 

全体 利用あり利用なし

45% 43% 46%

38% 35% 39%

38% 36% 39%

重要度：高い＋やや高い

18%

15%

13%

26%

21%

24%

34%

42%

44%

9%

8%

7%

6%

7%

6%

9%

8%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バス待合環境の改善

バス乗り場の改善

バス案内の分かりやすさ

22%

19%

19%

23%

21%

20%

37%

45%

46%

6%

5%

4%

5%

4%

5%

7%

6%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バス待合環境の改善

バス乗り場の改善

バス案内の分かりやすさ

21%

18%

17%

24%

21%

20%

36%

44%

46%

7%

5%

5%

5%

5%

5%

7%

7%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バス待合環境の改善

バス乗り場の改善

バス案内の分かりやすさ

30%

27%

24%

24%

22%

21%

18%

15%

13%

13%

10%

5%

30%

29%

31%

28%

26%

27%

23%

20%

19%

18%

15%

12%

24%

29%

30%

32%

32%

36%

37%

41%

41%

41%

48%

43%

8%

6%

6%

5%

9%

7%

10%

12%

13%

13%

12%

21%

3%

3%

3%

3%

5%

2%

6%

6%

7%

7%

7%

11%

6%

6%

6%

6%

6%

7%

8%

7%

8%

9%

8%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公共交通のない地域の住民の足の確保

交通と福祉の連携

バリアフリーによる移動の円滑化

バスルートの見直しによる利便性向上

補助金による既存路線の維持・確保

交通結節点の機能強化・施設整備

バスロケの利便性向上

公共交通＋自転車の連携強化

バス停のオーナー制度維持・拡充

新技術の導入（MaaS、バス自動運転）

移住者支援策

乗り方教室の実施

高い やや高い 普通 やや低い 低い 無回答
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公共交通に関する市民アンケートの実施結果について 

目的別・公共交通利用有無別 移動手段の満足度 公共交通利用：移動時に鉄道・バス・タクシーを利用 

最も多い移動 2番目に多い移動 

33%

70%

20%

59%

11%

56%

33%

58%

24%

7%

22%

11%

17%

11%

11%

12%

20%

11%

24%

15%

28%

11%

33%

19%

16%

5%

11%

2%

17%

6%

22%

0%

5%

2%

7%

1%

11%

6%

0%

2%

1%

5%

16%

11%

17%

11%

0%

9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用あり
(N=75)

利用なし
(N=342)

利用あり
(N=45)

利用なし
(N=306)

利用あり
(N=18)

利用なし
(N=18)

利用あり
(N=9)

利用なし
(N=43)

通
勤
・
通

学
買

い
物

通
院

そ
の
他

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満 無回答

50%

66%

26%

66%

39%

53%

32%

69%

7%

6%

26%

11%

23%

10%

18%

14%

14%

19%

23%

14%

19%

18%

18%

7%

21%

3%

9%

2%

3%

2%

9%

2%

7%

0%

6%

1%

10%

1%

9%

2%

0%

6%

11%

5%

6%

16%

14%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用あり
(N=14)

利用なし
(N=32)

利用あり
(N=35)

利用なし
(N=375)

利用あり
(N=31)

利用なし
(N=152)

利用あり
(N=22)

利用なし
(N=127)

通
勤
・
通

学
買

い
物

通
院

そ
の
他

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満 無回答

・駅が家・会社から遠い 

・本数が少ない 

・乗り継ぎがよくない（特に土日） 

・道路が渋滞している 

・近くに駅・バス停がない 

・（自転車の利用）雨 

・本数が少ない 

・帰りにバスがなく困る 

公共交通の利用 

 

公共交通の利用 

 

移動手段の満足度 

 

移動手段の満足度 

 

不満である主な理由・内容 

 

不満である主な理由・内容 

 

・近くに駅・バス停がない 

・帰りにバスがない・本数が減った 

・一人で出かけられなくなる 

・近くにバス停がない 

・帰りにバスがない 

・目的地まで行く便がない 

・一人で出かけられない 

【習い事】バスが遅れる 

【出張】夜の帰宅時にバスがない 

【送迎】スクールバスが欲しい 

 

・乗り継ぎがよくない 

・バスの本数が少ない 

・運賃が高い 

・家族に手間をかけてしまっている 

・本数が少ない 

・帰りにバスがない 

・遅れる 

・自転車で走りにくい場所がある 

・道路が渋滞している 

・近くに駅・バス停がない 

・土日にバスがない 

・駅が遠い 

・目的地まで行くバスがない 

・自分で運転するほかない・年齢に不安 

【遠出】夜の帰りにバスがない 

【その他】バスが少ない 

【送迎】バスがなく送迎せざるを得ない 

【その他】駐車場代・ガソリン代が高い 

 

【公共交通利用あり】 

・公共交通を利用している市民の満足度（満足＋やや満足）は低く、買い物では低めとなっている。 

・主な不満として、乗り継ぎが良くない、本数が少ない、駅・バス停が近くにないことが挙げられている。 

【公共交通利用なし】 

・公共交通を利用していない市民の移動手段の満足度（満足＋やや満足）はいずれも 7 割前後となっている。 

・主な不満として、道路の渋滞、帰りにバスがない、病院に行くバスがないことが挙げられている。 

移
動
目
的 

移
動
目
的 
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⽂字の⼤きさ    ⾊合い     

携帯サイト 各課から探す サイトマップ  

サイト内検索 検索キーワードを⼊⼒  

「三島市コミュニティバスにかかるバス停オーナー事業」では、バス停のネーミングライツを実施するにあたり、
地域と共に公共交通を守り育てる本事業の主旨に賛同いただける企業・団体を募り、持続可能な三島市コミュニテ
ィバス事業を構築していくものです。

三島市が運⾏する⾃主運⾏バスのバス停について、⺠間企業等との協働の⼿法を⽤いてバス停の命名を⾏い、地域
とともに公共交通を守り育てていくことを⽬指すことにより、事業の安定的な運営と持続可能な公共交通事業を構
築することを⽬的とします。
三島市バス停オーナー事業実施要綱

バス停1カ所につき 1０万円／年 

オーナーとなることを希望する事業者は、三島市バス停オーナー事業申込書（様式第１号）を市に提出する。
三島市バス停オーナー事業申込書

(1）市はオーナーの名称を⼊れたバス停を作成し設置することとし、適正に管理する。
(2) 市が発⾏する、時刻表や路線図、チラシ等にオーナーの名前を掲出する。
(3) 市のホームページにオーナーを紹介する。
(4) バス⾞内放送においてバス停の名称等をアナウンスする。

株式会社イトーヨーカ堂 三島店
⽇清プラザ株式会社
株式会社ファンケル美健 三島⼯場
株式会社村の駅

ホーム > まちづくり・産業 > 交通 > 三島市バス停オーナー事業

このページは、以下のURLで公開されます。
https://www.city.mishima.shizuoka.jp/ipn052544.html

ホーム くらし・⼿続き 健康・福祉 ⼦育て・教育 まちづくり・産業 市政情報 三島の魅⼒

三島市バス停オーナー事業

⽬的

協⼒⾦の額等

オーナーの申込み

オーナーの広告

三島市のオーナー

注⽬コンテンツ

ガーデン
シティ
みしま

スマート
ウエルネス
みしま

⼦育て
⽀援
サイト
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【令和４年３⽉２９⽇ 三島市バス停オーナー制度認定式】

この情報に関するお問い合わせ先

担当課名︓環境市⺠部地域協働・安全課
電話番号︓055-983-2701／FAX︓055-975-3130
メールでのお問い合わせはこちら

© 2015 Mishima City in Shizuoka. All Rights Reserved.

三島市役所
〒411-8666 静岡県三島市北⽥町4-47
電話番号︓055-975-3111(代表)
開庁時間︓8時30分〜17時15分（⼟・⽇曜⽇、休⽇を除く）

お問い合わせ
各課電話番号⼀覧  メールでのお問い合わせ

プライバシーポリシー 免責事項・著作権・リンク 組織案内・各課連絡先

 三島ご当地キャラみしまるくんとみしまるこちゃん

このページの先頭へ
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